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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　π 共役系有機化合物は物性科学・材料科学における重要な物質群であるが、これらを構成する芳香族化合
物の合成には大きな制限がある。特に、高次構造を選択的に構築するための合成手法がほとんどないため、
新しい物性や機能の宝庫である π 共役系分子を自在に合成するための新しい合成方法論の開拓が望まれてい
る。このような背景の下、本論文ではキノイド型構造を新たな π 電子系を縮環させるための合成ユニットと
して利用し、これの反応集積化による高次縮環芳香族分子の合成とそれらを活用した機能性材料への応用・
展開を検討している。その結果、前駆体分子の巧みな設計によりイソベンゾフラントリマーの発生が可能で
あることを見出し、これを合成ユニットとする三方向への反応集積化によってスターフェン型芳香族ポリケ
トンの合成を達成している。この合成で特筆すべき点は、反応条件の適切な選択によって骨格の伸長を自在
に行えることである。これにより、ユニークな π 共役構造を有する巨大分子の合成にも成功し、本法が有効
な合成手法のない円盤状型芳香族ポリケトンの合成法として優れていることを示している。また、多段階酸
化還元システムの構築を可能にする芳香族ポリケトンの特徴を活かして、スターフェン型分子をリチウム二
次電池の正極活物質として利用し、これが高い電子受容能力に基づいて優れた特性を示すことを明らかにし
ている。さらに、独自に開発したイソベンゾヘテロール合成法を基盤として、ドナー・アクセプター型の色
素分子の合成にも成功し、それを用いた色素増感太陽電池に応用・展開し、高い変換効率を達成している。
　以上のように、著者はスターフェン型芳香族ポリケトンをはじめとする二次元に π 共役系が拡張された多
様な分子群がキノイド型 π 共役ユニットを合成素子とすることによって効率良く合成できることを明らかに
しており、ユニークな物質群を合成可能な新しい合成化学を発見している。また、キノイド型 π 共役ユニッ
トを機能性発現のために重要な母骨格として利用し、具体的な機能性材料の創製にも成功している。今後、
キノイド型 π 共役ユニットを用いる反応集積化によってこれまでアプローチが困難であったナノスケールに
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至る多様な π 共役系分子群の精密合成が可能になり、新たな物性や機能の発見に基づく機能性材料の創出に
繋がるものと期待される。
　本論文の内容は、査読付き国際誌に筆頭著者として１編の英語論文（Chem. Lett.）を発表している。また、
国際会議で本論文の内容をポスターで１件、国内の会議では口頭で４件、ポスターで４件、筆頭著者として
発表している。審査委員は、本論文の内容を中心に面接と公開の論文発表会を行い、著者が研究内容と研究
手法の充分な理解とともに関連する分野についても学識を有し、また将来の研究遂行に対しても優れた能力
を持つことを確認することができた。以上のことより、審査委員会は本論文の著者が博士 （理学）の学位を
授与されるに足る充分な資格を有するものと判断した。
